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(57)【要約】
【課題】調光部材の計器ケースへの取り付け時の破損を
防止することができる計器装置の調光部材の取付構造を
提供する。
【解決手段】計器装置の調光部材４の取付構造１は、ケ
ースと調光部材４と係止孔１８と固定部３０とを備えて
いる。ケースはケース本体３と裏カバーとを備えている
。ケース本体３は前面壁１０と周壁１１とを有した箱形
に形成されている。調光部材４は本体部５と該本体部５
の外縁５ａから突出した延出部２２と該延出部２２の端
部２３からケース本体３側に連設された係止爪部２６と
を備えている。係止孔１８はケース本体３の前面壁１０
を貫通して形成されている。固定部３０は、ケース本体
３に設けられた延出部収容部１７の内面１７ａ，１７ｂ
と延出部２２の両縁部２４ａ，２４ｂから突出し且つ内
面１７ａ，１７ｂを押圧する一対の凸部２５とで構成さ
れ、係止孔１８に係止爪部２６が係止される前に、延出
部２２をケース本体３に固定する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケース本体を有する計器ケースと、
　前記ケース本体の前面側に取り付けられる円盤状の本体部と、前記本体部の外縁から外
周方向に延びた延出部と、前記延出部の前記本体部から離れた端部から前記ケース本体に
向かって連設された係止爪部とを有する調光部材と、
　前記ケース本体に設けられ且つ前記係止爪部が係止する係止受け部と、
　を備えた計器装置の調光部材の取付構造において、
　前記係止受け部に前記係止爪部が係止される前に、前記延出部を前記ケース本体に固定
する固定部を備えていることを特徴とする計器装置の調光部材の取付構造。
【請求項２】
　前記ケース本体は、前記延出部を収容する前記前面側から凹の収容部を備え、
　前記延出部は、前記本体部の周方向に沿って相対する両縁部から突出し且つ前記収容部
の内面を押圧する一対の凸部を備え
　前記固定部が、前記収容部の前記内面と前記一対の凸部とで構成されていることを特徴
とする請求項１に記載の計器装置の調光部材の取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両、船舶等の移動体に搭載される計器装置に関し、特に、表示部を有する
文字板に計器ケースに収容された光源からの光を調光する調光部材を計器ケースに取り付
けるための計器装置の調光部材の取付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両、船舶などの移動体には、各種の計測手段が計測した複数の情報を移動体の乗員に
対して表示する計器装置が搭載されている。この種の計器装置として、例えば、移動体と
しての車両の速度を表示するスピードメータと、エンジンの回転数を表示するタコメータ
と、燃料の残量を表示するフューエルゲージと、エンジンの冷却水の温度を表示するテン
パラチャゲージなどを有した車両用コンビネーションメータがある（例えば特許文献１を
参照。）。
【０００３】
　前述した車両用コンビネーションメータの各メータ及びゲージは、それぞれ、計器ユニ
ットとしてのムーブメントと、指針と、文字板と、光源等を備えている。それぞれのムー
ブメントは、計測量に応じて回転する出力軸を備えている。指針は、それぞれのムーブメ
ントの出力軸に取り付けられている。文字板は、指針によって指示される表示部としての
車速表示用目盛・文字、エンジン回転数表示用目盛・文字、燃料残量表示用目盛・文字、
冷却水温度表示用目盛・文字が印刷されている。光源は、指針及び文字板の表示部を光輝
させるための光を供給する。
【０００４】
　また、上記車両用コンビネーションメータは、ムーブメントや光源等を収容する合成樹
脂等からなる計器ケースと、この計器ケースに取り付けられ且つ文字板の裏面側に配され
て該文字板に光源からの光を導光する導光部材等を備えている。計器ケースは、乗員側か
ら見て背面側に開口する箱状に形成されている。また、計器ケースの乗員と相対する相対
壁に、該相対壁を貫通して形成された複数の係止孔が設けられている。
【０００５】
　前記導光部材は、平板状に形成されている。この導光部材の外縁には、複数の係止爪が
設けられている。複数の係止爪は、導光部材の外縁から計器ケースに向かって突設されて
いる。そして、導光部材は、複数の係止爪それぞれを計器ケースの各係止孔に係止するこ
とで、計器ケースの相対壁に固定されて該計器ケースの乗員側に取り付けられる。
【特許文献１】特開２００３－３１５１１０号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前述した従来の車両用コンビネーションメータでは、導光部材を計器ケ
ースに取り付ける際に、導光部材の係止爪を計器ケースの係止孔内に押し込んで該係止孔
に係止爪を係止するため、導光部材に負荷がかかる虞があった。このため、導光部材が薄
板状の場合だと、この導光部材が計器ケースに取り付けられる際に破損するという問題が
あった。
【０００７】
　したがって、本発明は、導光板や拡散板等の調光部材の計器ケースへの取り付け時の破
損を防止することができる計器装置の調光部材の取付構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために請求項１に記載された発明は、ケース本体を有する計器ケー
スと、前記ケース本体の前面側に取り付けられる円盤状の本体部と、前記本体部の外縁か
ら外周方向に延びた延出部と、前記延出部の前記本体部から離れた端部から前記ケース本
体に向かって連設された係止爪部とを有する調光部材と、前記ケース本体に設けられ且つ
前記係止爪部が係止する係止受け部と、を備えた計器装置の調光部材の取付構造において
、前記係止受け部に前記係止爪部が係止される前に、前記延出部を前記ケース本体に固定
する固定部を備えていることを特徴とする計器装置の調光部材の取付構造である。
【０００９】
　請求項２に記載された発明は、請求項１に記載された発明において、前記ケース本体は
、前記延出部を収容する前記前面側から凹の収容部を備え、前記延出部は、前記本体部の
周方向に沿って相対する両縁部から突出し且つ前記収容部の内面を押圧する一対の凸部を
備え前記固定部が、前記収容部の前記内面と前記一対の凸部とで構成されていることを特
徴とするものである。
【００１０】
　請求項１に記載された発明によれば、計器ケースのケース本体に設けられた係止受け部
に調光部材の係止爪部が係止される前に、該調光部材の延出部をケース本体に固定する固
定部を備えているので、計器ケースのケース本体の係止受け部に調光部材の係止爪部を係
止する際に、調光部材の本体部に負荷がかかることを防止することができる。
【００１１】
　請求項２に記載された発明によれば、固定部が、延出部を収容するケース本体の収容部
の内面と、延出部の本体部の周方向に沿って相対する両縁部から突出し且つ収容部の内面
を押圧する一対の凸部とで構成されているので、調光部材の延出部がケース本体の収容部
内でガタつくことを防止することができる。このため、ケース本体と調光部材とがガタつ
くことを抑えることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　以上説明したように、請求項１に記載された発明は、計器ケースのケース本体の係止受
け部に調光部材の係止爪部を係止する際に、調光部材の本体部に負荷がかかることを防止
することができるので、調光部材の計器ケースへの取り付け時の破損を防止することがで
きる。
【００１３】
　請求項２に記載された発明は、調光部材の延出部がケース本体の収容部内でガタつくこ
とを防止することができるので、ケース本体と調光部材とがガタつくことを抑えることが
できる。このため、ケース本体と調光部材とのガタつきによる異音の発生を抑止すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
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　以下、本発明の一実施形態にかかる計器装置の調光部材の取付構造（以下、単に取付構
造と記す）を、図１乃至図５を参照して説明する。本発明の一実施形態にかかる取付構造
１は、計器装置としての車両用コンビネーションメータに用いられる。車両用コンビネー
ションメータは、自動車等の車両に搭載されて、この車両の乗員に対して該車両の状況を
表示する装置である。
【００１５】
　車両用コンビネーションメータは、図示しない表示計器と、走行距離等の各種情報を表
示する液晶ディスプレイ（図示せず）と、各種の電子部品等が実装されたプリント配線板
（図示せず）と、表示計器の車両の乗員側即ち前面側に配された見返し部材（図示せず）
と、該見返し部材の乗員側即ち前面側を覆う透明カバー（図示せず）と、表示計器及びプ
リント配線板を収容する計器ケースとしてのケース２（図１に示す）などを備えている。
【００１６】
　表示計器は、車両の速度を表示するスピードメータと、エンジンの回転数を表示するタ
コメータと、エンジンの冷却水の温度を表示するテンパラチャゲージと、燃料の残量を表
示するフューエルゲージと、を備えている。なお、本実施形態では、スピードメータ、タ
コメータ、テンパラチャゲージ及びフューエルゲージの各々に対応した表示計器の基本構
成は同一であることから、以下はスピードメータに対応した表示計器を代表して説明する
。
【００１７】
　表示計器は、ムーブメントと、指針と、表面（乗員から視認される面）に車速表示用目
盛・文字が設けられた文字板と、調光部材４（図１に示す）等によって構成されている。
ムーブメントは、車両に搭載された図示しない車速計測手段等と接続されているとともに
、該車速計測手段が計測した計測量に応じて回転する出力軸を備えている。
【００１８】
　指針は、中心軸となる基端部と、該基端部から直線状に延び且つ車速表示用目盛・文字
を指示する指示部とを備えている。指針は、前記目盛・文字の中央部に基端部が位置した
状態で、ムーブメントの出力軸に取り付けられて、該出力軸と一体となって回転する。そ
して、指針は、車速計測手段が計測した計測量に応じてムーブメントによって回動されて
、前記目盛・文字と協働して計測量を表示する。
【００１９】
　文字板は、透光性の合成樹脂等からなり且つ平板状に形成されている。文字板は、表面
に遮光層が設けられており、この遮光層の車速表示用目盛・文字の部分が除かれることで
該目盛・文字が形成されている。この車速表示用目盛・文字は、指針の回動許容範囲に対
応して略円弧状に配置されている。また、文字板には、シフトポジションや各種ウォーニ
ングの表示を行うための各種文字等からなるシフトポジション表示部及びウォーニング表
示部と、前述した液晶ディスプレイを乗員に対して露出させる走行距離表示窓とが形成さ
れている。
【００２０】
　そして、前述した構成の文字板は、ケース２の後述するケース本体３の前面壁１０の文
字板取付部１２に取り付けられて、車速表示用目盛・文字、シフトポジション表示部及び
ウォーニング表示部などが背後からの光を前方（乗員側）に透過することで車両の乗員に
発光視認される。なお、本実施形態では、スピードメータ、タコメータ、テンパラチャゲ
ージ及びフューエルゲージの各々の文字板が一体に設けられている。
【００２１】
　調光部材４は、文字板の背面側即ちケース２の後述するケース本体３側に設けられてい
る。調光部材４は、周知の導光材料などから構成されており、プリント配線板の後述する
複数のＬＥＤが発した光を文字板の前述した目盛・文字や指針まで導いて、これらの目盛
・文字及び指針を光輝させる。調光部材４は、図１に示すように、文字板が重ねられる本
体部５と、この本体部５の外縁５ａに設けられた複数の係止爪６とを備えている。
【００２２】
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　本体部５は、円盤状に形成されており、前述した各ムーブメントの出力軸を通すための
貫通孔２０と、前述した液晶ディスプレイを乗員に対して露出させるための開口部２１と
が設けられている。本体部５は、ケース２の後述するケース本体３の前面壁１０の本体収
容部１６内に収容されて該ケース本体３の前面壁１０に取り付けられる。
【００２３】
　複数の係止爪６は、それぞれ、図３に示すように、本体部５の外縁５ａから外周方向に
延びた延出部２２と、この延出部２２の本体部５から離れた端部２３から文字板から離れ
る方向、即ちケース２の後述するケース本体３に向かって連設された係止爪部２６とを備
えている。
【００２４】
　延出部２２は、平面が略矩形の平板状に形成されている。この延出部２２は、図２又は
図４に示すように、調光部材４の本体部５がケース２の後述するケース本体３の前面壁１
０に取り付けられた際に、該前面壁１０の延出部収容部１７内に収容される。また、延出
部２２には、凸部２５が設けられており、この凸部２５の詳細な説明については後述する
。
【００２５】
　係止爪部２６は、帯板状に形成されており、延出部２２から離れた先端部２７が外側に
突出したフック状に形成されている。この係止爪部２６は、調光部材４の本体部５がケー
ス２の後述するケース本体３の前面壁１０に取り付けられた際に、該前面壁１０の係止孔
１８に係止する。
【００２６】
　なお、本実施形態では、前述した調光部材４は、文字板の各メータ及びゲージに対応し
て複数設けられている。そして、調光部材４は、取付構造１によってケース２の後述する
ケース本体３の前面壁１０に取り付けられる。この取付構造１の詳細な構成については後
述する。
【００２７】
　液晶ディスプレイは、車両の走行距離（オド表示による走行距離とトリップ表示による
走行距離とのうち少なくとも一方の走行距離）を表示する。液晶ディスプレイは、文字板
の前述した走行距離表示窓を介して車両の乗員側に露出する。
【００２８】
　プリント配線板は、可撓性を有していない比較的硬質な材料からなり、略矩形の平板状
に形成され、且つ、前述した目盛・文字及び指針等を照明する複数のＬＥＤと、前述した
ムーブメントと、これら複数のＬＥＤ及びムーブメント等の動作を制御するためのマイコ
ン等の電子部品等が、電気的に接続されて実装されている。そして、プリント配線板は、
ケース２の後述するケース本体３の前面壁１０及び裏カバーの底壁と略平行に配されて、
ケース２内に収容される。
【００２９】
　見返し板は、文字板の移動体の乗員側即ち前面側に配されて、ケース２の後述するケー
ス本体３に取り付けられる。見返し板には、文字板の各目盛・文字をそれぞれ車両の乗員
に対して露出させる複数の露出窓が形成されている。見返し板は、表示計器のスピードメ
ータ，タコメータ，フューエルゲージ及びテンパラチャゲージ等の表示部分以外を移動体
の乗員に対して遮蔽する。
【００３０】
　透明カバーは、透明性を有する樹脂等から形成されている。透明カバーは、見返し板の
移動体の乗員側即ち前面側に配されている。透明カバーは、間に文字板及び見返し部材を
挟んだ状態で、ケース２の後述するケース本体３に取り付けられる。そして、透明カバー
は、表示計器、液晶ディスプレイ、ウォーニング及び見返し部材等を覆って、車両用コン
ビネーションメータ内へ埃等が侵入するのを防ぐ。
【００３１】
　ケース２は、合成樹脂等から形成されており、図１に示すように、ケース本体３と、図
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示しない裏カバーとを備えている。ケース本体３は、移動体の乗員に相対する前面壁１０
と、この前面壁１０の外周縁から車両の乗員から離れる方向に延びた周壁１１とを備えて
いる。ケース本体３は、乗員から離れる側、即ち、背面側に開口する箱状に形成されてい
る。周壁１１は、ケース本体３の外郭を形成する。
【００３２】
　前面壁１０は、車両の乗員側から凹の文字板が取り付けられる文字板取付部１２と、前
述した各ムーブメントの出力軸を通し且つプリント配線板の複数のＬＥＤからの光を文字
板側へ通す複数の貫通孔１３と、前記複数のＬＥＤからの光を文字板側へ通す複数の照明
用開口部１４と、前述した液晶ディスプレイを乗員に対して露出させる開口部１５などを
備えている。
【００３３】
　また、前面壁１０には、前述した調光部材４の本体部５を収容する本体収容部１６と、
調光部材４の延出部２２を収容する延出部収容部１７と、調光部材４の係止爪部２６が係
止する係止孔１８とが設けられている。そして、この前面壁１０は、特許請求の範囲に記
載の前面側に相当する。
【００３４】
　本体収容部１６は、前面壁１０の文字板取付部１２の内側に配されている。本体収容部
１６は、前面壁１０の車両の乗員側から凹状で且つ調光部材４の本体部５の外形と相似形
状に形成されている。延出部収容部１７は、本体収容部１６の外縁に複数設けられ且つ前
述した調光部材４の延出部２２の位置に対応して配されている。この複数の延出部収容部
１７の詳細な説明については後述する。
【００３５】
　係止孔１８は、前面壁１０を貫通して形成されている。係止孔１８は、前面壁１０に複
数設けられ且つ前述した調光部材４の各係止爪部２６の位置に対応して配されている。複
数の係止孔１８は、それぞれ、各延出部収容部１７と隣接して設けられている。
【００３６】
　また、複数の係止孔１８には、それぞれ、図５に示すように、内面から突出した係合突
起１９が設けられている。この係合突起１９は、係止孔１８内に調光部材４の係止爪部２
６が挿入された際に、該係止爪部２６の先端部２７と係合する。そして、この係止孔１８
は、特許請求の範囲に記載の係止受け部に相当する。
【００３７】
　裏カバーは、合成樹脂等からなり、平板状に形成されている。裏カバーは、ケース本体
３の車両の乗員から離れた側即ち背面側に取り付けられて、該ケース本体３の開口を閉塞
する。
【００３８】
　そして、前述した調光部材４をケース２のケース本体３に取り付けるための取付構造１
は、図３に示すように、前述したケース２及び調光部材４と、前述した係止孔１８と、固
定部３０とを備えている。固定部３０は、前述した各延出部収容部１７の内面１７ａ，１
７ｂと、調光部材４の各延出部２２に設けられた凸部２５とを備えている。
【００３９】
　前述した複数の延出部収容部１７は、それぞれ、本体収容部１６の外縁が切り欠かれて
該外縁から外側に突出して連設されている。複数の延出部収容部１７は、それぞれ、平面
が矩形状で且つ前面壁１０の車両の乗員側から凹状に形成されている。複数の延出部収容
部１７は、それぞれ、内側に前述した係止孔１８が位置した状態で該係止孔１８に隣接し
て設けられている。
【００４０】
　また、延出部収容部１７は、本体収容部１６の周方向に相対する内面１７ａ，１７ｂ間
の幅が、前述した調光部材４の延出部２２の本体部５の周方向に沿って相対する両縁部２
４ａ，２４ｂ間の幅よりも大きく形成されている。そして、この延出部収容部１７は、特
許請求の範囲に記載の収容部に相当する。
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【００４１】
　凸部２５は、図３に示すように、調光部材４の各延出部２２の本体部５の周方向に沿っ
て相対する両縁部２４ａ，２４ｂから突出して一対設けられている。一対の凸部２５は、
それぞれ、断面が半円状に形成されている。
【００４２】
　前述した固定部３０は、調光部材４の各係止爪６の係止爪部２６をケース２のケース本
体３の前面壁１０に設けられた各係止孔１８内に挿入して該各係止孔１８に係止する際に
、係止爪部２６の先端部２７が係止孔１８内の係合突起１９と係合する前に、延出部２２
が延出部収容部１７内に収容されて該延出部収容部１７の内面１７ａ，１７ｂを当該延出
部２２の一対の凸部２５が押圧することで、延出部２２を延出部収容部１７即ちケース本
体３に固定する。
【００４３】
　前述したように、本実施形態の取付構造１は、固定部３０が調光部材４の各係止爪６の
係止爪部２６の先端部２７が各係止孔１８内の係合突起１９と係合して該係止爪部２６が
係止孔１８に係止する前に、各係止爪６の延出部２２を各延出部収容部１７即ちケース本
体３に固定する。
【００４４】
　本実施形態によれば、ケース２のケース本体３に設けられた係止孔１８に調光部材４の
係止爪部２６が係止される前に、該調光部材４の延出部２２をケース本体３に固定する固
定部３０を備えている。
【００４５】
　このため、ケース２のケース本体３の係止孔１８に調光部材４の係止爪部２６を係止す
る際に、調光部材４の本体部５に負荷がかかることを防止することができるので、調光部
材４のケース２への取り付け時の破損を防止することができる。
【００４６】
　また、固定部３０が、延出部２２を収容するケース本体３の延出部収容部１７の内面１
７ａ，１７ｂと、延出部２２の本体部５の周方向に沿って相対する両縁部２４ａ，２４ｂ
から突出し且つ延出部収容部１７の内面１７ａ，１７ｂを押圧する一対の凸部２５とで構
成されている。
【００４７】
　このため、調光部材４の延出部２２がケース本体３の延出部収容部１７内でガタつくこ
とを防止することができるので、ケース本体３と調光部材４とがガタつくことを抑えるこ
とができる。このため、ケース本体３と調光部材４とのガタつきによる異音の発生を抑止
することができる。
【００４８】
　前述した実施形態では、調光部材４は、複数のＬＥＤからの光を文字板の目盛・文字や
指針へ導光する周知の導光材料などで構成されている。しかしながら、本発明はこれに限
定されるものではなく、例えば、プリント配線板の複数のＬＥＤが発した光を拡散して、
文字板の目盛・文字を均一に光輝させる拡散板などを用いても良いことは勿論である。
【００４９】
　なお、前述した実施形態は本発明の代表的な形態を示したに過ぎず、本発明は、実施形
態に限定されるものではない。即ち、本発明の骨子を逸脱しない範囲で種々変形して実施
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の一実施形態にかかる取付構造を備えた車両用コンビネーションメータの
計器ケースと調光部材とを示す分解斜視図である。
【図２】図１に示された計器ケースに調光部材が取り付けられた状態を示す斜視図である
。
【図３】図１に示された取付構造の要部を示す斜視図である。
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【図４】図３に示された取付構造の係止爪部が係止受け部に係止した状態を示す斜視図で
ある。
【図５】図２中のＶ－Ｖ線に沿う断面図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１　　　取付構造
　２　　　ケース（計器ケース）
　３　　　ケース本体
　４　　　調光部材
　５　　　本体部
　５ａ　　外縁
　１０　　前面壁（前面）
　１７　延出部収容部（収容部）
　１７ａ，１７ｂ　内面
　１８　係止孔（係止受け部）
　２２　延出部
　２３　端部
　２４ａ，２４ｂ　両縁部
　２５　凸部
　２６　係止爪部
　３０　固定部

【図１】

【図２】

【図３】
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